
（別紙３）

～ R8　年　3　月　16　日

（対象者数） 9名 （回答者数） 9名

～ R8　年　3　月　16　日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 学習支援や個別療育の質の向上

2 支援方法の共有や職員間の連携強化

3 不登校や行き渋り児童への対応強化

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 午前・早い時間帯の利用促進

2 必要に応じて小集団活動の導入検討

3 関係機関への空き状況の周知

個別療育と学習支援を組み合わせた支援を行っている
学習支援において、子どもの理解度に応じた課題設定を行って
いる

一人ひとりの課題に応じた個別対応ができる環境が整っている 感情面への配慮を行いながら支援している

保護者や関係機関との連携が取りやすい体制となっている 日々の支援内容を具体的に伝えるようにしている

事業所として考えている課題の要因等

利用時間帯が午後に集中している 学校終了後の利用が中心となるため時間帯が偏る

地域交流や集団活動の機会が少ない 個別療育中心のため集団活動の機会が少ない

児童発達支援・放課後等デイサービス Knop

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　Knop

○保護者評価実施期間 R8　年　3　月　9　日

○保護者評価有効回答数

R8　年　3　月　9　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8　年　3　月　28　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所における自己評価総括表公表


